
第４回策定委員会指摘事項
	項番
	項目
	対応

	
	施策（内容）について
	

	1
	＜バリアフリー化等助成制度について＞

· 断熱改修工事は工事が難しい部分もあるので確認できるようなチェック体制があればよいと感じた（椿委員）

· 断熱改修工事は介護保険の要介護または要支援の認定を受けている人も利用できたほうがよいのではないか（中島副委員長）

	· 他の施策や事例をもとに検討を行う。
· 断熱改修工事は介護保険の要介護または要支援の認定を受けている人も利用できるよう検討する。

	2
	＜分譲マンション共用部分バリアフリー化助成制度について＞

· 分譲マンション共用部分の断熱改修工事についても検討してほしい（新目委員）

· 賃貸アパートも対象としたほうがいいのではないか（中䑓委員）


	· 断熱改修工事について対象工事に含めるよう検討する。
· 賃貸アパートは、オーナーが所有する私有財産であり、また、居住者の流出入が多いのに対し、分譲マンションは合意形成が得にくく、居住者も容易に住み替えができない実情があるため、同列で考えることが適当とは言えない。


	
	施策（追加）について
	

	3
	＜住宅耐震改修助成について＞
· 分譲マンション等の住宅耐震改修についても助成を検討してほしい（新目委員）

	· 実施するかどうかも含めて検討を行う。検討する旨の文を付け加える。

	4
	＜UR賃貸住宅近居制度について＞

· 千葉市の打瀬地区で行っていたUR賃貸住宅近居制度を、来年から船橋市でも行う予定（山田委員）

	· 住生活基本計画に盛り込む。

	5
	＜優良マンション認定制度について＞

· 防災訓練の実施や自主防災組織を結成するなどマンションの価値を高める活動をしたマンション管理組合に対して優良マンションの認定をしてほしい（宮澤委員）


	· マンション管理組合の自主防災組織への支援の中で検討する。

	
	施策（表現）について
	

	6
	＜空き家の有効活用方策の検討＞

· 空き家をグループホームとして活用するなど、具体例を文章に加えてほしい（小林委員長）


	· 検討する旨の文章に修正する。



	7
	＜市営住宅の適正な入居管理について＞

· 市営住宅の適正な入居管理について、高齢者が広い部屋に一人で住むミスマッチの問題やグループホームとしての活用の検討を記載してほしい（小林委員長）


	· 検討する旨の文章に修正する。

	8
	＜居住支援協議会について＞

· 重点施策としても挙げているので、検討しますという表現ではなく、「居住支援協議会の設立を目指す」としてほしい（中䑓委員）

	· 表現の修正を行う。

	
	重点施策について
	

	9
	＜重点施策の順番について＞

· 重点１には船橋らしさを持ってくるべき。また、居住支援協議会はまだ設立していない状態なので、１番目には向かない（中島副委員長）

＜重点１について＞

· 公営住宅の在り方の検討に係る文章を付け加えてほしい（小林委員長）

＜重点３について＞

· 子育て世帯の居住が多い分譲マンションだけでなく、高齢者の居住が多いマンションも対象とした文章に修正してほしい（新目委員）


	· 官民連携による居住支援体制の構築を重点２とし、多世代が健康に暮らす住まい・居住環境づくりを重点１とする。また、文章表現の追加・修正を行う。
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